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研究成果の概要（和文）：胸痛を呈する疾患の最も重要な原因は心臓性胸痛であるが，実際には心臓疾患に対す
る精査を行っても異常がない場合も多く，これを非心臓性胸痛（Non Cardiac Chest Pain：NCCP）と呼んでい
る．NCCPは欧米では大きな医学的・社会的話題となっているが，我が国では注目度が低く，その実態や病態につ
いての報告はほとんどない．そこでNCCPの我が国での有病率に関しインターネットを用いた大規模疫学調査を行
うことで，我が国のNCCP患者の有病率とその疾患特徴を調べた．本研究は我が国の一般人口中での，非心臓性胸
痛の頻度とその特徴に関する初めての報告である．

研究成果の概要（英文）：Non-cardiac chest pain (NCCP) is defined as recurring, angina-like, chest 
pain in patients with normal cardiac workup. In Japan, NCCP attracts less attention than in Europe 
and U.S., resulting in fewer reports on its actual condition and pathology. This study aimed to 
survey prevalence of NCCP and consulting behavior of individuals with NCCP in Japan through the 
implementation of a large-scale epidemiological survey.

研究分野： 消化器内科学

キーワード： 非心臓性胸痛

  ４版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
今回の調査でNCCPの有病率を含めた本邦での実態が明らかとなった．胸痛症状があり医療機関を受診した者の中
でNCCPの割合は約７割にも及び，そのうち約6割は原因不明と診断されていることが判明した．NCCPのうち約１
割は救急外来を受診していることから，実地臨床において非心臓性胸痛の認識を持つことが医療経済の観点から
も必要であると考える．
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１．研究開始当初の背景 
胸痛を呈する疾患の最も重要な原因は心臓性胸痛であるが，実際には心臓疾患に対する精査を
行っても異常がない場合も多く，これを非心臓性胸痛（Non Cardiac Chest Pain：NCCP）と
呼んでいる．NCCPは胸痛症状のため QOLが低下しているだけけでなく，過剰な検査が施行
されることから，欧米では医学的・社会的な問題とされているが，我が国では注目度が低く，
その実態や病態についての報告はほとんどない． 
 
２．研究の目的 
NCCPの我が国での有病率に関しインターネットを用いた大規模疫学調査を行うことで，我が
国のNCCP患者の有病率とその疾患特徴を調べることを目的とした． 
 
３．研究の方法 
日本の人口統計に基づき，20〜70 歳代の各年代別に均等割付を行った男女一般生活者 10,000
人を対象としてインターネット調査を行い，横断的研究を行った．独自に作成したアンケート
を用いて，NCCP が疑われた者の医療機関受診状況，症状の特徴，QOL につき調査した。ア
ンケートの結果により胸痛の有病率，NCCPの有病率とその疾患特徴について調査した． 
 
	
４．研究成果	
n インターネットアンケート調査した 1 万人のうち，5.2	%に胸痛の訴えがあることが判明

した（図１）．	

	
図１	 胸痛症状の割合	

	
n その胸痛症状に対して 29.5％の者は医療機関に受診していたが，70.5%は受診していなか

った．胸痛症状で医療機関に受診した者の中で，30.3%は心臓疾患由来の胸痛であり，そ
の他 69.7%は非心臓性由来の胸痛であった（図２）.		

	

	
図２	胸痛による受診状況と NCCP 患者の割合	

	
n 非心臓性胸痛のうち 20.5%は食道疾患由来の症状と診断されており，57.1%は胸痛の原因は

不明と診断された（図３）．	
	
	



	

	
	

図３	 医療機関を受診した NCCP 患者の診断内訳	
	

n 非心臓性胸痛の 6.3	%は夜間救急外来を受診しており，3.4％は救急車で病院に搬送された
（図４）．	

	

	
図４	NCCP 患者の受療行動	

	
n NCCP 患者の精神的スコアである HADS(Hospital	Anxiety	and	Depression	Scale)は，胸痛

のない者と比べて HADS	Anxiety(HADS-A)が有意に高かったが，HADS	Depression（HADS-D）
は優位な差はなかった（図５）．	

	
図５	 NCCP 患者の精神的スコア	

	
	
	



【結論】	
本邦での一般生活者を対象とした NCCP の頻度とその特徴に関する初めての報告である.胸痛症
状は一般的な症状であり，その中でNCCP の割合は約７割にも及び，その約 6割は原因不明と診
断された．また NCCP 患者は胸痛のない者と比べて不安・抑うつ傾向があり，約１割の患者は救
急外来を受診している.従って，本邦でも NCCP の実態を認識することが医療経済の観点からも
必要であると考える．	
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